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平斌富第27,32次翻 調査概報

奈菜国芝支イヒ営獅え所キ城 B麻奄協調査部 |$′ 霜衛 クつ午残の特蒻1熊

淋「 平強宮界 Jの発転謂査を ′妄宅夕攻 (南 )取 r4場 ,皮 友参で
'こ
な

ってい金。ここく |よ ・前ビ貌 諄嶺巻と.た 第寅潔水 (禽 )・ ョデ・皮メ水k

芥苺 夕́う
｀
いて´第R7氷調査と身 /R水補足謂資にちいて,そ の罹票之

授もずろ ,浮 た 第 夢尿水調査 6渉表席状仏が ,3ば終て ♭仁ので″軍在

#だ調査遊行中 Ćあ ろが マ発の EI FaH段浩 と営孟すろ .

第 又ク攻調
/gKは ,ヨ戎†哭

｀
北キの第二水内象据走推区の調査であり´

謗 /晨 水締展調査 |ホ ´第=水内家こ盃の紫光回麻おかが閤F耳 の調査でみ

ろ。お k′ 場ブみ欠調査 |な  回4票夕号翡し イヾノぐス史羨 iこ ともなウ系忽
ゼ百全とし

―cどこなっ ,tち のであ り´Z武末奇隅とこ条太胎 束́一瘍太胎

次点についての調査 て`あろっ

るラ<多 |の調査北この発転面猿立発掻攻H闘 は氷荻のとおりであろ◆
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I第 27次 調査
先ほ辻ぼ膵 諫をと肢沐、l_み ち寸■み上坐が´銭lυ)手 |ぺにrフ 心なってのこ
ⅢCい ち部分とヤイじ毎としごLIW地 区にわか/tて いるこ

上亜 T,末西榔倉デ )がそ率 l父北T)来 半(土 翌血〕ヒ部分双末 )の 5'一 p

ケ七K(/デt汀 決 )山 羊 (上豊 m土ヒ前分だかが そネ くゝ凸 つσ)臨 G-8地
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ri一 |く 才t【
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R~Pラと丞 (/デ、泉ユ )の叫↓と丞 cあ み、花1恩 茫耳の旅琵 R多 1春 ′職棠懐'Iに
ける■かに便用 しπど り,そ のに力 諄|十 (膠 と,ら R盈

'ご
|←晨■を七

うt渡幕面を形成 してし`ろ〕ナ床′■ 1ゑ士とパの比半 (3, B俊 丞 )イホ′後
r/D沖1-rを うけてか Tり 童れが荻塚 ごオ1-c‐ いる 。

液去レ花遺幕 惨フ交坊 夢.棚 す .廊 /,探 地 寮・ 蔚 //,楕 /,上涼
ク 審 どて́あろ 。てのうち′率滅島に湖イ系をもっもの膠′基本白lt A・ じ
・ εの3哺翌言にゎけろことが て苺ろぅ

ハ期勝奇い筒dL紫光 Fて かつて D朗 |さ 南北廊によった おΥこc報 (み新し,い
探たにかつ
~C 
そ4宅I宿象これる時t」HイGあ る。なだ 木種暗案をtう Iナ

k繊脂と y鋼とずろ。

ハ 朗

れ期|く え
｀
くづち追森に1志 ´葡北築サヒ・:探尭脅側の末凸Tj14,探北末つ||の

末否期什 そネに付為0ち 門 。来凸溝
`下
庵 )。 演灰窓猿嗜泰 。こる宿嗜

葉 。喬北大薄
`下
履 )その化がある。

南うし探北 sハ ヮ″つο :♂ 発́棚虻減 の十共 と白Jとに貢重 してしヽろ。とブ

か し/1K珠 の衡〕ヒ蔚 Scァククタの構乗の際上抑 t坤 1平 してだ り 現́存 す
るの|ぴ基夜党園めのユ

‐Cあつて .奇注 などの装幕 1芋校ムでこなつ＼つたぅ

辣光本体 1志幅フ愛 奄′その来碍にぺ掟 り(幅
‐
〕、すT/Lぅ と舟 (情 沙ク独 )

と七そ奪えて t｀ろ 。

発抵した築陀の 1香 |ごヤ夫の内側に|よ  /7犯 の閉陥屯おいて´未曲糾
寂条 sAヲ ,沙 すと校ぶ した。

この抑 |どれ聞 ,ど づ斃であってフその宋端 |な 禽之素ttPに とりつ いており

商瑞燃交標 Ftl‐貸多|にのびていろ ,

t＼
‐マ 1与°う孫北 のネで 1志´探批の白 4ラⅢて検独レk束曲411t s A,矛 ρす の

うち 北 ライの  1手 |よ球 だ振 薪■ に ´ 与 とす 狂 等間 r//1表 凸搬 拿ム つク彦∂ が

あ )曲 瑞 |す揉たにと りつ苺 ′末潟 ld誇比太薫 ぅp´ ク/す ににつして し`
ろ。この末凸,搬に 1李 フ大溝91に 片考って ク、ラれ 間のF耳 があ り′丙注
イkと も́下△にR猿とのこ しこしヽ卜。
家山糾 ぢAフ ク″っ の自Iユ1/れに |よ ´柴地の凸杞|から 1事 じ

｀
怠リ
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大濤 Spラ ク/夕 にKつ ずろ末凸斎 Sp夢 7ク す (幅 っ、ク〃を)が あち,
末凸恭 |ょ捺北 3ハ デ彦ο沙 のラる分で灯潔瓜名の蒲環しみつてお り´固

Ψ,瀬 CIホ ニ塔疲勢の痛茉とし
″
cし ろヽ今

f_朦
｀
し衆仄名嗜衆 |ど ´癒石の涙麻ととがめるの秋奄`みる。お々 ≧/H

績み嗜票博なる遊,1る 一歳とのこ してt｀ 恥豚か′ユ隊雪の働|る を一部

とどめていろの秋そ上半が斎イ1子 とうけていろっ

この二表 百のワIIる の舟在にかつて この郵今」火―Jとパ粛復1よ り乳一段葛
くなつて t＼ た可能性がんえら+ろ D

末 西藩 3p多 タクす が差 ぐ斎 ,LkttS p〕 ク/す (鳴 ヲ 77Lう |よ ′上 ・

下 又層 にわ か4t(い ろ s策 曲溝か らの第,ネ tう けるの ぼ ´こ の下岳 奄

多つて′末否斎の存在分ち 酌]ヒ米斎がハ渡Hit lび じとろ濡であること
がつか名θ

その化ハ家にだくづ塔逮驀∠♭尭感′8■丞て検公した柱火尿個

3く デクどどがある。うち /つの下広に|な夜転が茂をし{いた。

じ ウH

B芝高にぞく0ち逮杵に1志 ′南bヒ麻 .石敦禽Jヒ驀・赤扱南〕ヒ講 ,■掠

などがある。

畜〕
"踊
3Cラ クク71古 ′A頻の擦北 SAラウ∂っ の索¢4に  そなと

宝核して旗ムした。麻勝発福北成の詢北に壕透してだり 基庭 (鳩 ど
犯 )の紫戒|て |む一部旧策叱七テ11研 レていろ。基EArr★ には 字、ど犯等

聞の商北柱巧キ|があろゎ廊博一本症汐‖でありながら基垣を乳っこと さ
らに屋塚淮鷲とを発なえていちでど特殊ど結とであろ9

去壇の凸例にl‐8´ 大た りとみらイtろ部分 (峰 ど多涎うがあり´そのぬ

に(どる象向うヒ嘉ぢDヲ クタο(下盾 )´ 末に博系扱り詢北斎 3Dンク希
(悟 スど塊 )がある。痴の束働Iの犬定ジ蔵しみらなろところに|な ′葡

北につ テフ守る移 くの個指て鷲土とス、との堆短をみとめたりこ狂 らぃ旅

にぞくづろもの
~Cあ
る。

写朔にくくブろ塗詩と して 1さ ィ́睦に

s点 ァ/ヂ ど ,ど L北こにSKヲ ク
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′
頸にぞ くいる逮!斎に|' 本瓶,鳴珠 ,后及白,ヒ杵 (工是 )詢 〕ヒ大嵩
(L亀 ♪～握合がああ。

木樋暗栗 3D多 ククοは 角́ 盛迄西劇の用数詢1と熱心υ夢クノο (
上屠 )か らの余米をラ |す てィ来の白]ヒ 太帝 3Dタ グ/す (上潅 )|く そ

冤ぐ末凸 ク/″tの 嗜振
~6あ つ´⊂ 人極 ク本をあt＼ つちれ ćt＼ ろし

木施嗜乗 |ど蔚 の注楊芳をoっ ć発 り 種がとおき率たと色フ盛垣上の
ク、ど犯 等間の続条物カミなかったことと し狗していろ`ただ し B臀
北玉で |ど ′痢の 攻ど″等 FnHの 各柱火間に 移|あ 夕ど/‐X寄 間の左ラIIが あ

ろのく` ´ああtヽ 十ホこの郵会の編が次修さ承T_の小乳し率専峰＼.

石茨白Jヒ蒲 δ少ラクタか (上 層 )の木墟嗚蒙 へのネ 岱とり(＼ 氷口|よ

石教屯―謝ィパめ,そ の雨・北瑞砲衛に密寝秋の族で瘍ぐど りしてフ水の

貌入を蓉みにしている。など ′うa北丞におけろ冶妖白_4L蒲 (上為 )

1手 ′その勢 乞省刊かり竪績 取 の様 で務 ゼっ て い ろ 。

廟の基 j竜上 には´ヌ 更犯写開の由北仁ヵケISハ うクタすがす祭絞ム●

率た。隆含 (俵裁葉物 )の柱列とみら卜ろ。

家 久多||が 一 対 を な し ン角 の 3みイ|ダ)う ち  東 夢1移 延Jの 又 う11と が そ な ぞ
｀
狂

封にむつてお り 獅合 3口の鞭設 が考えらttろ ぅ
ё ttH

c錦 IRそ
｀
てなる遊構にほ 策此 ,糾夕1必く`あみ ,

索茫ξ殆 ,7/フ は 未21と 酌繊|と バ検数ぐrrこ ぅ
糞鋤の衆詑 |な ィレ班1の 白Jし蔚基進sA,タ クク在テ!1耐 しにものであ
り′耐伊|の 鎌詑 |ホ ´ハ瑚の白北探批曲伊1の  家ラIIの末、蜘棚

'イ

十二A夕″υチ

のヤ柚線上にフ宋曲部分を付力Hし た札のであろぃ

南イFIの探走ドレヒ壊的良く基広郵がのこっていろⅢ/ik体 (i歯 又″(ぅ の南

に書して斎 (悟 /″と)があり さらにi名 に入｀定り撫の堪壇 (幅 ユ、う独)
とそ4た てt｀ろぅ商血系地の凍瑞とくに応フ奴次鬼増環 3上),P/すバ

ちろが この痛乗に移統すち議は 青1キ をう1}で 採之の向に貿′,とに
(4)



iジ見イ与じ こ́t｀
Ti t｀ 。                       '

Pこ  浄くKに |さ  斗Iの 手をイナリマタヂウ[埓 間の棚もA7ク タο んヾ

あ「み。その宋 lh~ilこ |よ ′門と及ち氷ろ柱簡 デ、アン19)個 拘iが あろ ,

合にあ十ヶ
い
た滋耕のほか l_´ 5′靭と C報 との問にデかポち =も のと して

5α .3尺 丞の鉄 F× ブク,デ フ/E3表粛〕ヒ嘉の凸考一面に教かオをたノヾラ

ス 詢́徹象地奇plので整彰の濠 sυ デク′クがあろハ ′発協 の前えか

ら′C期 の帯系に関係あろ乳のと据耗ミ甲ろっ

A,8,σ る期 のうち ら現につ いて|ご ´禽JL漁 の未大走 り上 に多曇
に】女Дした軒五が′み多οど′ か_9彦 ク′ とかど字 Cで あることにかつ

て ,そ の午ドを誘三水膚象仲時甥 にもとめるとちがてころ。

レkバ うて´ス堺 |よ 芽一次甫裏の琳期に ′渉た C´咳芹修平広上皇の各奮

に電定 Cぐ ろよ

茅77氷発楊調での主目的博′%一水内豪の存在と滋構の上奄権認
すらことにあつた。調査の鶏ス′貨末 ,第 一よ内募の楽詑蕨体と掟欠

していた′現存の上翌ド蒔裁の0が ろもので'二ことがシIP厨 した。

し分 し.第一泳内家の時数に″現海上曇 ltl北都分の重下 ,́よ びkの

諭差猿線上に′向」ヒ乗池の存在したこЪ乞穫乳し★心由表・朝堂院北

この末と硼づろ築たの可能性があろ。

オに探北西の寮列の末曲期 |よ /内亥内字【之扇するぉのであ多う。しか

し こ́7‐
/tら の控持の性安の状走にヤつt＼てはィどうに原毛田な尤我の発

掘調査七参たなけネ|ド奪ちない。

平成B以前の逮韓として(ざ´らく北砥の嘉89,タク寮′ 土城心К
)ク 潔段́ BQ光 丞の上広 SK,ク ラき, さKテクタアン B Rtt K焦 おけ
ろ′労住を奴視した麦物潔稼官8,タ クデ′553ク ケクがある。鶏・

土宏 |ど苔増f寺べ |て宅くしくえり 建物乳その4べた苺み＼のぼ‐る司布Z性
が
｀
ある。

よ上捜物に |キ′次 .埓 土́る ・末掏 ‐木麺 ′注尿 ,荻枚参ど
'が
ある。

頚 で 1事  張 茉 |い ちμ て い写 泌 多 /3ε ― どFけ す 8ジ  ノ尿皮ナ _ノどノ今

(ら )



の 短 み合 わ と 2患 わ＼に 新 に ど多θと ,ど つ汐ダ ー どどど夕 と,つ 涯と取

合わtを 〕 と め 卜 。

木街 1志 ′土拡 Bκ ヲクカ Д上のも の又点てあつ C /患 に |よ 庁白躾 J
の星老パみ繕。木福 体麦系材を教 則 したtの ―cNあ って フ荏 をもちい r_

乳ののイ手あ＼,桁を核暉加■したものがある。

4殖 ´木種 の一抑 (ヲ 本 )は フ末ネ回笠文化戦衛究請孫ら料浮
=岳

と協

議 し 務́病 架蟹の上現場 に保存することに しTこ ぅ

工第12次補基調査
校広した主な澄構 |ょ策尤回廊ガ よび Fヨさちに塀 ?'スε爾査卜かって権認

しに神フH野吉壕の同蕩の一学る特あろぅ珠見回蔚だよび F耳 の北復‖症五立緻な

太王 /3年 の保存二幸の原作うネ代斎にあた り´基撞北縁 |よ 0■ |ヽて 薇嫁

さネくし`た。

考た′南個1芸壇乳水固針 ffのため
′
斉||り 取ら

'1て
い々 。

以下速梅の状況についく嬌述づち。

導ずこの光食の上彪 につい(埜 べろち未+割 で|ょ神耳H野書域の本容在古1

専レた光山上に逆療が幕揉ざ*てぃろぅ舌千蔀体古騎の同象郊 |ミ あた り

黒色と≧する自然進績籍上にノヾラス潔 )の拷七遅上が重か 7rtフ 複構ィ李こ

の埋土上に符索さなていろ。

o門 8B,7つ ∂

F蜀 誌親柱なかび鵞倒在の標埼七内裏呻茸古療から茉西卜潔マ今犯づち誰

祥て検ム bk。 この親注の標るに北欅して療釈宅各注夜る療赤があ り

このことがら「11よ /問で紫光 1暮発のすぐ脇ドとイ)っ いていることハ解っ

た。

F耳 とヤ心として北,1回廊の 3間 今にld潔及舟の瀦抹ハ枚々しくオけ´

この部分のみ膠化の国廟の赤畜かり衛 /Э ″体 くなっている。,毛 ら く

この部分に敦后があつて赤面△そろえた―
‐
bの と魁 //‐翠る。

凝保寇姦廊 |よ 南allに なりく F日 の赤面 |な後せ //D蒻鉾とをつけて、`Vこ .門 の

萬御ゆ柱位量に l~3壺覇 りtLy回めがな吏/rtて tヽ ろ c

(6)



つ乗 舵亘廊 gε ρぅクθ

珠陀回薄 |こ つい (1よ FHの 来 /∂ 蘭とぬ涙宙を接仏しにじ未薇だ甲HR I志 |よ

|ど

｀
与聞陥奄

~F―

白 ,、夕〕μである。築地本欝 1志 回痢赤 喬ヵ卜ら為 曼οG/の

喬苺孝 馘 為 していろ郵今が あ り 1勇 衰体未部 で メ
'∂
墾 ′Fヨの子¬協 で

/?買 肱ろり F景 の構五π7ム くなつ
´
ている。むた´液久した比翻そ |ょ協

FHの あつ卜形麻が駆 めら4t喀 かつ fこ っ

索捷応目薄赤裔 より九 に構築バ坤わられている。おず 探́北 位置の基

ム面をrTさ ′余在をたく′豹 ヂο C犯 象光を覆教 衰灰浩の野柱流 /E乞

指ぇらけ ′芭ちに本林屯疲 教あげた毛の■あろ⇔

寄桂硬るの外わ1ド桑批の甕面に■ろえてある,そ のうち字徊僻密盃から

Дた葡分を淑 って垂えたもの で`ある。賓 馬 |ど 朦ば芳字οc塊 ′高ミ 2皮、す

cれ の大篭ミ冷 ´その十の /口 に 1志小柚 火があつた 。

回斎の打今はノヾラス蕪にSっ て末霞の再さを調整 ι卜後 |て ′安ヒ土を

▼7き 園妙
‐
t~お り′床衝1参百♂1に霧ろく傾斜 してし`ろ ,回痛のρl経位窪ド

婆憩 じからち、彦ク独 ぜ ある 。文から ノ,又務 百に |び方形 に立べ 7と叔る

が我伶してく`ろ,

券た ´3香百に|よ雅石魔蔵のと寂が認めら4た 。

稿妾回Й瀬卜あたる凸キ郵で |ご淡石位置七奎扱 りし′その中にバラス

と荘■と■驀 itし て此回めと衛つ代いろ。その上 に竃か准て、＼た根名 |よ

大獅分が研Rり 去 ら半くばり穫認択末なかつ,t。

校広レた畜壊回塚Iよ  くが4菰薇働|に あたろ 。
氷に兌死じに芝4η卜埴輪 えまが上み名千と余長時代徐蓋臣の者氏 /∂ な

たであろ 9確 ρ定′「逓耳キロ盪 Jと教扮ち軒女五が家后 ぶり/患 ム土

しk。

最後に力珠を加え 口題点を指楯 して字かう。
謗 =家 内象王巖 と撮芝柱回廟にっいて (さ .支 薗岱楚

‐cかえ79わ つたこ

とが
'で
に羅認さポていろね今回の調査で体探比口痴卜垂稜 ′定てかえ

の原疎β誤めら/rtな とヽ。一方′錬尤国荊の F司からワ F・Hgの注ライ|(■内家王

敷と団参標立在回尉 Sa反文ク の i‐3在力|と ‐次づる。参k′ F耳から /0
′
    (7)



河 目の在ラ
'|は
8こ 灰クク })新 しい研 s沿 買 ″々 と一致す奉 ,こ のこと

が ら′この要↓と口廊
『

双噺朔 につkつ て存在 した ことバ
''瞭
であるっ

擦此本体´赤面 各́柱残桁勝秦み状兆が反 く′考症校るの枚さ入 |ょ 小

さく′むk´ 口廊赤喬上の上が築化本御 の上 Y_非 予 |く頼は じ
´
こしヽろ D

このことか ら 纂tTL回痢 および F身 1奪 一p寺に壕 ё´米た 1,の と庭わ率ろと

'日

の開 口孤ド /間であ零が ラ疑反落教石が了問分あ‐つたの(_3間 /

声のFHの かうにこの郵分の穿屋標が蒙施回用 すリー殻 岳くなっ ⊂́い々 こ

と北推髭筵れる 。

平をあの内象停癌立と,て t｀ るが´平成Bむ 騰lA亥が大猛殿の一節とと

軋に回すれくいうためてあろラ》＼。

北向禁北回廟てIT赤面ド漿尿名教/「Hが認めら社くtlろ が 今́回義概の

荷面で|♂床面が敦るで件なくPマきであろことに,蘭盟が歳ろぅ

亜 第32次 緊ゑ調査
調査セ滅|よ ′子拭2末畜隅著成フドの民右北で =朱大路と末一瘍衣聴
が次やろ此点と推足してこた区獄 である。液なし,と 主む遼驀 |さ  稼立
准葉物チ穂 .44f Zラ イタ条地寮余・蒲彦余・桶又塗・券夕 /基 な芝

｀
であ

る。4応謂査尤ヂ修全滅 |てつたって後世の判平乞うけてガリ′茶又府

付のlg光宏 14校 状でこ↑かつに ,

こ狂みの潅露粕与ンク
｀
くともヌ回にわたると逐が笑りらォtろのる以下素

=Hに
わけて晴だブる。

(/)  A攻耳

平成岳注滋当河の吋第にあ住ろと塞イ9れ ,こ の時塀 lt葉物 3林

・採詑 又余 。海 夕衆 。務支基奪ど
｀
が芝られている 。

調査乾成奇方で |よ ´ Pウと丞北∫りに斎 (/)〔 h EZl参照 ,Ik下 嘲b)

が末百にれI´ P売丞宋〕に勝で酪)ヒ |こ裁オtろ溝像)と 舎乱してさ

らに末へのが M此 Kか らOtt Kへ と愛れす毛)駒比浄 (つ ご́谷す
る。蒲崎僻上lall縁 (以下落帽ぼ竃厨け謝分岱崎 )で ィ(/)が ヌ身

歿 r停 )が 7/た 'r,)が ど、タタであ名っなば焉 r>)の 末上pl縁

(8)



ビ́斎 (う ,の 曲_L劇稼獅『
)死 善と1患 ′潔れ Ciあ ろ二Q淀 丞酌鈴郵で ′蔑

4/)の 奇上→Ⅲ物がら 夢ダ、クえ七へに
｀CC こ4と 平行 して求内に貌I

ろ淋
`す

)と 萩公とノに。この斎βン来行 して海 r夕 )と 今れずる。

為 (/)と 斉 rヶ )と の間に |$rTの盗拝あなくノこの移『分 鮮末丙芳有の

垣躇であつた と耳
=定
されろ。嘉

`す
)の 家犯詢に未番萄宮の嘉 (ク )(薄

幅彦pO整 )があり こP AttFHHの 郵分 1泰十しより秘 く素)´ 紫地であ
つすミと力たら翠ろ。(系 地 (め )。  こ7)幅 字犯の末否芳筒に表ろ紫
批質と)に ′O批玉西衛罰

‐(浦 て,)の薇家にそつて禽に直角に歯がろ。

そしてこの染乾上(´ 課間 父ク4・ 才行行各 寮ク兜の桑辻寄注のため

の概立柱注スが莉今的にヂ つていろのを検公した。集滋
`と

)葡 の為

`ク

タイよ′奈たにそ?く詭に由がらず´染此の下でる組后葉 (彦 )と な

り′溝
`〕

)に 左ぐ。

こ7)る 鉦晴啄 |れ その後 f~t弱不能となつkら しく′す ぐ豫に本色璃

環を新化に羨け
~Ctヽ t7D,斎

`ぁ

)に 博´訂乾抵から O北ムにか |す (C
末奇ウ衝逝胎の十衣莉にあたろ )象 さ /ブ、字 /7/tの務がかけらイて

いる。こ ryD為 修′楕,7本 の槍各皮速からなるも徘℃ 精れのね行
|び 夢、フ兜・花聞 |さ各洵 そうえである。オ允こ?楕 睦状公 した務れの

攻ヤ位置からみて´少くとも 3回次修さ″tた形昨があろ D

調査蛇戎末カ
ー
o停 ′L滋乙中美郵費茉徹労衛の幅 ノ彦″との海

`ノ

つ

屯検伏した Dこ 悌斎 l-3´ o地丞末瑞靱発狡公したフ薄 (ン)と ‐l衛 じ
一〔抗4る 酌,ヒ漁 (幅 /彦 れ )C/皮 )を合貌ずる。薄 (3)'と 斎 (/又 )と の

画俗摂Э盟́を塑けリフこの間に14筍の芝梅乳なく この郵今 |ぶ 許Jヒ労
備の進胎であっ々と多えら*ろ 。斎

`/す

)の 南■夕字夕を嬌の索面に夫

る岳球 十)十J´ 築た濠移豫とみえらな零 (探批 (ノク))。 この葬姓 |な 薫́

`/泉

)のヌ復1縁に発つて育に自喬に曲がる。祭北
`/ク

)の束曲芳曾郵 [

Jし敵 )|よ ′築地 (す )]ヒ 面迫同一線上 にあジ´再為 |ょ左右対旅杉を示

して し` ろ .

おお祭 tt/`ノ 7)では寄庄柱火 |ど液賦で苺な‐bkつた。こイごて充べてこ

,(斎 体ノと`ず率t索扱 りのもので夕特714羨舟力諜 |な認あら非な t｀っ

く9)



ただ所々に上止めに したとみらポろ末続と校択し
～
,

葉4勿 1志  R地区末郵で緊湖 す字″と・桁行 彦、と犯 (各 /湖 )の 末曲
稼賓警ケ

`夕

)ン 生批 ≧】ヒ与〕)て 蒲 (/す )の北にヌ間ヌ聞 t注 聞客 P、ア/7t,

・桁待享簡」択上 〔柱明る 3狙 )の 末丙椋え牧 /字 )ン と光と末喬郡奄

薇施を癒ずろ商うと稼衰物 (彦)(注問各 ヵれ)の 3/4tと 稔強 したり

定身ケげ )|ど 甘共稼盈りit/す れの開をへだて C恢 |ヨ の住入があり′

管珠 参率面形の賞物でぁろづ

めげ 溝(/2)℃様公 した長とフと犯の小ミ

李正面 に位置してお り 耐為 1与一逆のも

な楕 (/〕 )1手 差物
`/Z/,の

凸

のとみら4る 。

(ス )D ttR

斎 (/つ 。(が )が廃托 した後 .索北 (ノク)のクト包|に 1脅 /フタとの粛
`/)が

猛 ら来た時錬である。麦物 f/ン)に 立稜して~掘校然ι■ aじこ蒲を廂

する末酸稼え独 /7)(柱 聞各 家ク//L)tノ この時故Hの■のとえわ准

ろ。偉 じ´ A期 ヽ造著ざ承た築花や蒲 1与  この時刻にt考続 しくい
たと考えられるっ

特 に濤 |な′平成 ヨ浅紀駿の手薯時代卜t依 囀と/1t(t,ヤ にことが′然

土盪駒分ら推 えでミろ D

その化に老こ報の苓 ,耳↑わのとして′尽↓ヒ丞ド平行すろ抹白労禽

のラ冊反未 (郷k力 ))と校去した。これ |ご 碕1と テダ抗をヘドでttヽ ち

が /輸比の在乙 りが一致するので同時卸の―bの であ・
~●

うっ

この刺の修 13~｀ヤ共 |‐
こある径 ,ど 〃tの 耐彰扱方 (斗アr″う)14´ 糾柱夭

との空禄状ラえめヽ らみ
‐
C´ 後有が紺らしモヽじ

黙上こ次ユて核ムし代稜苓 に―/い て嬌速しTこ 。とならの愛森の匡

盪と乎与 Z末 商踊七出張 してみろと′内右は極めて壕侠 しくtヽろ。

ずなやちフ薄
`/)イ

ホ禽含のウト迄■あ り″斎〔う)・F宋 菌のウト遊 |こあた

ちたみえら4ろ 。

こ4は´斎 (/)が富デ商台局の詳″奎 (場 /字 衣 翻全 )の砺謝〔確かめ

ら/rtた白面の夕卜迄 gD/pデ∂の差象葡 に′予在薄 fサ )が 葛病来蘭 rl

F耳 の謂全
`塀
密皮衣調査 う

~c液
宏ミ寸lk末 蔵のタトラ室3Dデ 棄夕どの
(10う



定晨郵 |〔 ′直ヒ
~キうことⅢヽちti,ち ど F,ち サとみじ孟 ,て

｀
探貶 (ど )

|■ィ三祭オ瘍o JL宋 を7尿ろtの になり 毒 r/メ み斎 fす )と の間の逆
賠十ざi祭 大跨 )て (,そ ぅ

み7と斎(')と 斎
`/史

)と の簡岱童路 |よ ´末一方大跨になり′採従
`″

,

体i粂 =―瘍の北西之廠ろものになろ。少回調査 した東向肋の郵/7J I患 ´

平孝岳とがく似ていろが _妥 なる患も ウ`くない。

わ|え イざ′平成零で 1本 .平等修にない台)ヒ斎 (ま )があるこ江 (■ 7)薄

ド第 z又 水調査で校 7‐Aさ れた薄 Sp,字 /∂ の走象卸 こあると推たさ
ォtる )末 画のウト遊がこ衆大涛4核通 レて奇にれ准恥こと´薇?<
末一方太桁賂酵1/F(迄 斎ぽ|)が ヨ城東向と以禽―c同 じ奄あちこと′

尋た平成岳 Ci李 二条大路が /ど ヾ ,末一方→く路が //て 〔tヽづ
゛
峯も

案距′じ仔聞)と 平等多ざり′るR/天 ずちせ峯しヽこ之などが
~f毎
老

モ票っていろっ

遠物鰈絃々の室寡 1)も のが大量に公立 レた 。特に薄 (功 から欺ラ

(然 上しン屋萩 ,上揚・本為矮 ,金駒叙島 ,る数島など
｀
多糧 ICや に

る。三孝なも伸tあ け*lfフ 煮約軒五・墨書上塔汁 土馬・土包。木

斎 '入彰・灰茎叙勾玉々どがあるが 待́に注目すべさ|$金属城昌が

多量卜球上 したことくある。

岳ヨぉ銅錠片
,鋼
錨・海た錠の錢 夕衡 り金呉 ,拭碁 ´二景・併・佑

・館金・丑壕など移蓬につたろ ,

隆平然室の的 こぼ一ゃ し・ /ど υ衣以上ヨノぶ上 し
―cじ ろ.ュ た銭ゃ

フイゴの我片乱かなけの垂がД土 ♭くおり′鏃治関係 宮‐馬の海
在之注表さ

PL― ろ。
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